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＜連絡事項＞

・連絡事項なし

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、声高さあるが興奮や妄想に左右された発言はなくスタッフ対応穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

· 畑中　成夫様～終日隔離中。時折隣室者に声掛けられ会話している。自ら「コーヒーや

水かけはしない・・」と穏やかに話している。食事以外は臥床している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・袴田　将志様～朝･夕体重測定行っている。飲水要求はあるが、過度となることはない。水道の蛇口から飲水していた経過があるため注意していく。

・小笠原　澄子様～食事、面会以外は臥床していることが多い。病識のない発言はあるが、落ち着いて過ごしている。

· 桑原　幸一郎様～深夜帯にて体温38.5℃、今朝は39.3℃まで上昇、その後37℃台に下

がっている。嚥下状態良くないことから食止めとなり、補液及び抗

生剤による加療開始となる。点滴のライン外しあり介入を要している。

・澁谷　兼一様～シーネ外している。再固定試みるも拒否あり。疼痛訴えなし。徘徊や他室侵入あり介入するが、易怒性はない。

・聖前　偉三郎様～血圧高値。酸素飽和濃度94％。痰絡み著明にあり、吸引にて対応している。5/15　14:00～15:00家族、ケアマネ来院し、今後の方向性について相談をしたいとのこと。

・池野　功一様～エプリッチの摂取時むせ込みみられているため注意していく。点滴の漏れあり刺し替えしている。独語や介入への拒否はない。

・澤口　利香様～不穏さあり地団駄を踏む動作し「飲まないとバンバンってやりたくなる」と訴え服薬希望しリボトリール（1）1錠とリスペリドン内用液（2）1包

　　　　　　　　服用する。その後「イライラして暴れたい。暴れる前に筋注して」と訴え壁に頭を打ちつけることあり。引き続き、自殺に関する言動や自傷行為に注意し、所在の確認を行っていく。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～食事の内容について気にする発言はあるが、妄想発言や易怒性、興奮はない。

・三浦　久司様～訴え聞かれず、喫煙以外は自室で臥床している。他者交流もみられない。

・藤井　崇史様～幻聴や妄想に関する発言はない。気分の高揚や他者トラブルもなし。

＜新入院患者＞

氏名：佐藤　俊也（さとう　としや）様
 生年月日：昭和43年8月9日　48歳
 性別：男性
主病名：アルコール依存症
入院形態：医療保護

主治医：田名部Ｄｒ
経過
 今年1月末～4月5日までみちのく記念病院へ入院し、 自宅退院となった。不定愁訴（身体の様々な箇所 の痛み）が多く、数箇所の病院受診し、検査施行 し、異常ない。家族の目を盗み、酒を買い、体調 が悪いと連続飲酒している。H29.4.17調不良で自 ら救急車を要請し、八戸市立市民病院受診。異常 所見なく、帰宅。18日納得せず、焦燥感・暴言・ 物を投げる等の行動があった為、家族が警察署へ通報し警察署で保護。 本人・家族より、当院への受診希望がありH29.4.19 警察官付き添いにて当院受診。薬物療法開始し、 断酒できない場合は入院も検討する事としていた。 外来後すぐに再飲酒し、暴れ、4月26日警察に保護 され早期の受診・入院対応の依頼ある。 本人より入院治療の意志が確認できる場合は受け入れ可能と伝えている。4月29日12時受診予定であり、入院予定であったがキャンセルとなる。本日家族の希望にて13：00

医療保護入院となる。入院への拒否は聞かれるが粗暴行為はない。訴えの多さや帰宅要求あり不穏時の継続指示処方となる。
※家族洗濯、買い物カードなし。

